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1 はじめに

本稿はレポートのテンプレートである．

まずはじめに参考文献を引用する [1]．

さらにもうひとつ引用する [2]．

日本語の文献も引用する [3]．

最後にウェブページを引用する [4]．

2 表や図の描画方法

図は Fig.2，表は Table 1として参照する．
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Fig.1 eps 図 の
参考例

Fig.2 jpg 図 の
参考例
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Table1 図の参考例

3 おわりに

本稿において本文を通してレポートの執筆が可能な環境であ

ることが示された．
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